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今月号のここがポイント！

本号では，2 月に行われた新春講演会からライオン株式会社　濱様のご講演と以下

の 3 件の解説記事を掲載いたしました。

1 件目は熱を伝えるセルロースナノペーパーについてです。これまで断熱材として

認識されてきた天然由来のセルロースを，セルロースナノファイバーの形態にする

ことで透明性と高い伝熱性を併せ持つナノペーパーが実現されました。

2 件目は高周波に対応したコンポジット誘電材料についてです。5G 通信など現在

注目される高周波技術に対応する誘電材料の設計に関して，ポリマーマトリックス

に分散させる微粒子の形態が及ぼす影響について紹介します。

3 件目は，金属材料の耐食性評価についてです。環境試験に比べ，短時間で定量的

に耐食性を評価することができ，多孔質の金属材料にも対応可能な分極抵抗法によ

る耐食性評価ついて紹介します。
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